






























































































































































































































































































































































































































































































 仕)躍  絶対立体化学の決定
はできなかった
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 論文審査の結果の要旨
 根平達夫はカンファーサルタム誘導体による新しい光学分割法を開発し,光学純度の決定と絶対配置決
 定法を確立した。すなはち,カンファーサルタムによるカルボン酸類のHPLCによる光学分割を拡張適用
 し,ピレス・イド系農薬,ウィーランド・ミシャーケトン誘導体の光学分割とX線結晶解析による絶対配
 置の決定を行った。また,カンファーサルタム基を含むキラルフタル酸あるいはキラルコハク酸を開発し,
 1一フェニルエチルアミン,1一(p一ク口口フェニル)一エチルアミン,1一フェニルエチルアルコール,マン
 デロニトリル,5員環アルコールなどのアミンやアルコール類の光学分割と絶対立体化学の決定に適用で
 きることを明らかにした。さらに,この方法をキラルシクロファン系化合物に応用して,光学分割と絶
 対立体化学の決定に成功し,従来の絶対立体化学が間違っていたことを明らかにした。また,シクロファ
 ン系誘導体の円二色性スペクトルの理論計算から絶対立体化学を決定できることを明らかにした。
 フラボン類は広く薬用植物の活性成分として知られている。[CD(+)362.0]一4',4'",7,7"一七e七ra-0-met
 hylcupressuflavoneは二量体構造を持つ特異な天然アトロープ異性体であるが,その絶対立体化学は20
 年間も未決定のままであった。本研究において,根平達夫はキラル全合成によってその絶対立体化学を実
 験的に決定することに成功した。すなわち,重要な合成中間体であるビフェノールの効率的合成,光学分
 割とX線結晶解析による絶対立体化学の決定,さらにはそのキラル合成中間体から天然物の全合成を達成
 した。この結果,天然物の絶対立体化学は[CD(+)362.0}(aR)と決定できた。これは,当研究室で先
 に理論的に決定した絶対立体化学を実験的に証明するものである。以上の研究業績から明らかなように,
 根平達夫は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有している。したがって,根平達夫
 提出の論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認める。
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